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─ i ─

序

　1933（ 和 8）年 （山の神）神 の に 地 の に石室 出し 遺物 出

土した れ 山の神古墳の発 の経緯 る 時 九州 学 文学部の 史学

室の副 った鏡山 現地に の調査を行 とと にそれらの遺物を 学に

史学 室の資料室に して た その後 1958（ 和33）年に九州 学文学部に考古学研究室

れるに 山の神古墳の資料 考古学研究室の代 的 所 資料と って る それら

文 環 神 鏡 の鏡 衝角付冑 小札甲 の 具とと に 字形鏡板付轡・剣菱形杏葉

の馬具 器 農工具 装 具 る に 馬具 本馬具 1  古代上 （ 本馬具

1992年 川 文 ） 写真 れる 学 にお て 重 古墳時

代資料として注目 れて た と 発 後 れ 80年 発掘報告書の 行 の資

料の 開 れて かった

　 に 九州 学 学 文科学研究 の辻田淳一郎 授を めと る九州を中 とした中

・ の古墳研究者 共同研究と 形 遺物調査 れ 発掘報告書 行 れる と

と った て 本学 科学研究 金 研究（ ） 期 後における地域

と に関 る考古学的研究 北部九州を中 に によって 川 古墳に る

金比羅山古墳の墳丘調査 行 れて る 本報告書によ 遠賀川流域の古墳時代中期後葉の 資

料 る山の神古墳の らかに れるとと に の時代の地 の トとの関係

らかに った のと れる 資料 理に たられた古墳研究者の らに九州 学 学

比 文 学 学 ・ 文科学 学 文学部学 の の に るとと に 80

年の年 を経てよ 発掘報告書 行 れる とを びた

　九州 学考古学研究室 後 古墳を の古墳群にお て 金比羅山古墳 神

山古墳の 的 調査を め の地域の古墳文 研究の 展に した と考 て る
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─ ii ─

例言

１．本書 2011 2014（ 成23 26）年 に科学研究 金（ 研究（ ） 期 後

における地域 と に関 る考古学的研究 北部九州を中 に （課題 23320171 研究代

者 辻田淳一郎）の 付を受けて した共同研究の成果報告書 る

２．本書の 分 目次・本文 頭に して る 図・ 分 者による 成 本 る

それ の のに て 目 とに出 を して る

３．山の神古墳出土遺物の図版写真 刀剣類の 写真と馬具の ・ 写真 小札甲の復元写

真を九州歴史資料 の北 伸一 に して た た 遺物の X 線 CT 像に て 九州歴

史資料 の加藤和歳 ・小林啓 に 成・ して た た（ 具の一部 九州 物 の分

析・ ） 遺物の 写真に て 者と辻田 した 金比羅山古墳（第 3 章）の遺

構と遺物 辻田 した

４．鏡の 次元図に て 九州 物 よ を受けた

５．第 2 章第 1節所 図の 鏡山 資料に て 九州 学総 研究 物 の 末 資

料に て 文 の所 る

６．遺物の 測と製図に て 者と九州 学学 （第 1章参 ） 行った た第 3章の

金比羅山古墳の墳丘測量図・遺構図に て 九州 学学 製図を行った

７．山の神古墳（第 2章第 1節）の地形図上の 位 北 金比羅山古墳（第 3章）の測量図・遺構

図に て 測地系による 土 に して る

８． 山の神古墳 の に て の 行 れて る の報告書 山の神

古墳 の 一した に て 第 2章第 1節を 参 た

９．本書の 共同研究参加者の 言・ を て辻田 行った
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